


「環境ホルモン」の時代的特徴

①久しぶりに「子孫」に目が向いた
1973: ＡＦ２の遺伝毒性が社会問題化
1974：発ガン性があるとされ、ＡＦ2禁止
1976：遺伝毒性の重要性を見直す運動
1984：「日本子孫基金」発足

70年代後半～
反原発運動も子孫への影響懸念

②10年ぶりに「毒性」が復活
「毒性の時代は終わった」
外村晶東京医科歯科大学教授が
1986年か87年に、私にこう話した。
事実、そうなっていった。

10年ぶりに「環境ホルモン作用」として
「毒性」が社会問題化した





よくわからない化学物質のリスク

掃除機の排気に取り組んで

微細なチリをたくさん出す国産掃除機

厚生労働省などは、カーペットや畳のダニを取り除く掃除機
がけのポイントを示している。 〈１〉毎日掃除する 〈２〉１平方
メートルあたり２０秒以上かける 〈３〉十文字に動かす

布団のダニも、掃除機で時間をかけて吸い取るのがコツだ。
[読売新聞 ] 06年6月22日 ◆多くの新聞記事はこんな内容



掃除機の排気性能

フィルターの目の大きさを比較

国産掃除機のチリ排気除去性能

エレクトロラックス社「オキシジェン」

80ｎｍ

1000ｎｍ

吸い込む空気量の多さを競うため、

国産はＨＥＰＡフィルターが付いて

いても、汚い排気を出す

国産とオキシジェン



80ｎｍまで取る外国製掃除機

「オキシジェン」

チリ数は0300ｎｍ以上の


